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財
政
健
全
化
へ
の

　
　
　
　
　所
見
は

中
村
忠
行
議
員

　新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
よ

る
、
財
政
負
担
が
増
し
て

い
る
。
町
長
選
で
財
政
健

全
化
・
安
定
化
を
掲
げ
て

い
た
が
今
後
の
考
え
は
。

基
金
造
成
の
確
保
を

町
長

　現
在
の
財
政
状
況

に
は
大
き
な
関
心
と
懸
念

を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
度

の
町
長
選
出
馬
に
際
し
公

約
の
一
つ
と
し
て
財
政
の

健
全
化
・
安
定
化
を
掲
げ
、

今
後
、
最
優
先
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　就
任
後
、
財
政
に
精
通

し
た
人
員
配
置
と
診
療
所

の
無
床
化
を
円
滑
に
す
る

為
に
人
事
異
動
を
行
っ
た
。

　任
期
半
ば
の
２
年
間
で

健
全
化
へ
の
道
筋
・
方
針

を
定
め
、
実
施
で
き
る
も

の
か
ら
早
急
に
取
り
組
む
。

　ま
ず
は
現
在
の
財
政
状

況
を
正
確
に
把
握
し
、
令

和
元
年
か
ら
行
っ
て
い
る

事
業
見
直
し
を
さ
ら
に
全

課
を
挙
げ
て
進
め
、
順
次

町
民
へ
周
知
・
説
明
し
て

い
く
。

　元
年
度
決
算
は
現
在
確

定
作
業
中
だ
が
、
類
似
団

体
と
の
比
較
で
は
、
基
金

の
減
少
・
診
療
所
の
運
営

・
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室

一
帯
の
運
営
等
が
財
政
悪

化
の
要
因
と
し
て
考
え
て

い
る
。

　基
金
に
つ
い
て
は
、
毎

年
財
源
不
足
が
続
き
基
金

取
り
崩
し
が
３
億
を
超
え

て
お
り
、
基
金
残
高
が
少

な
い
状
況
に
あ
る
。

　平
成
３０
年
度
決
算
で
は
、

財
政
指
標
は
基
準
内
だ
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
基
金
が
枯

渇
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま

た
※

経
常
収
支
比
率
は
９３

％
と
高
く
、
経
常
経
費
の

削
減
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

繰
出
金
の
抑
制
を

町
長

　一
般
会
計
繰
出
金

が
２
億
円
を
超
え
る
診
療

所
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

無
床
化
の
方
針
で
あ
り
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

補
う
改
善
策
を
踏
ま
え
、

無
床
化
後
の
新
し
い
運
営

体
制
を
早
急
に
構
築
し
、

繰
出
金
の
抑
制
に
繋
げ
て

い
く
。

　グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室

一
帯
の
施
設
運
営
は
、
ホ

テ
ル
シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ
イ
ム

金
山
の
運
営
母
体
で
あ
る

㈱
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室

振
興
公
社
の
経
営
健
全
化

計
画
や
ホ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
カ

ム
ロ
の
建
て
替
え
問
題
が

あ
り
、
外
部
専
門
家
を
交

え
、
経
営
分
析
・
今
後
の

見
通
し
、
改
善
策
を
早
急

に
検
討
し
、
さ
ら
に
多
角

的
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
、

改
善
に
向
け
た
方
策
を
行

っ
て
い
く
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
よ
る
国
の

財
政
が
急
変
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
当
町
は
、
地
方

交
付
税
に
大
き
く
依
存
し

て
い
る
情
況
で
、
町
財
政

健
全
化
・
安
定
化
へ
の
道

の
り
は
、
よ
り
厳
し
さ
を

増
す
こ
と
を
想
定
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
長
期
財
政
計
画
の

　
　
　
　
　

  
策
定
を

町
長

　町
有
資
産
の
在
り

方
検
討
や
、
事
務
事
業
の

効
率
化
、
事
業
見
直
し
を

行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
影
響
の
把
握
、

元
年
度
決
算
の
分
析
を
行

い
、
現
実
的
な
目
標
設
定

を
行
っ
て
い
く
。

　基
金
残
高
の
回
復
を
は

じ
め
と
す
る
町
財
政
の
健

全
化
を
図
る
に
は
、
中
長

期
的
な
財
政
計
画
を
策
定

し
、
経
常
経
費
の
削
減
を

早
期
に
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
。

（
※
経
常
収
支
比
率
・・
地
方

税
や
普
通
交
付
税
な
ど
毎
年

の
収
入
に
対
し
、
人
件
費
や

扶
助
費
な
ど
決
ま
っ
た
支
出

が
占
め
る
割
合
。
）

一
般
質
問

一
般
質
問

星
川
智
子
議
員

　町
職
員

採
用
試
験
の
実
施
方
法
が
、

こ
れ
ま
で
と
異
な
る
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
ら
か
。

町
長

　職
員
に
は
一
定
以

上
の
知
識
と
教
養
が
備
わ

っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
試
験
方
法
で

は
教
養
試
験
の
比
重
が
不

明
瞭
で
あ
る
と
い
う
見
方

も
あ
り
、
こ
の
不
信
感
が

受
験
者
数
減
少
の
一
因
と

な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
次
試
験
で
一

定
の
基
準
を
満
た
し
た
者

が
二
次
試
験
に
進
む
形
を

と
る
こ
と
で
客
観
性
を
確

保
し
、
よ
り
適
格
者
を
採

用
で
き
る
の
で
は
と
考
え

た
。
ま
た
、
最
上
管
内
の

市
町
村
と
の
足
並
み
を
揃

え
た
。

星
川
議
員

　自
身
の
公
約

「
対
話
を
重
視
し
、
公
平

・
誠
実
で
、
オ
ー
プ
ン
・

ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り
」

を
実
現
す
る
為
に
採
用
す

る
人
物
に
何
を
求
め
、
ど

ん
な
教
育
を
し
て
い
く
か
。

町
長

　金
山
町
に
愛
着
を

持
ち
、
よ
り
よ
い
町
に
し

て
い
く
気
概
が
あ
る
こ
と
。

町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
用

件
を
気
軽
に
頼
ま
れ
や
す

い
職
員
に
な
る
こ
と
。
自

分
の
仕
事
を
反
省
し
、
改

善
で
き
る
職
員
で
あ
る
こ

と
を
望
む
。
そ
の
為
に
、

職
員
と
の
対
話
を
基
本
と

し
、
風
通
し
の
良
い
職
場

環
境
を
目
指
す
。
教
育
と

い
う
よ
り
も
職
員
が
成
長

し
て
い
く
に
は
仕
事
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
大
き
い
と
考

え
る
。

星
川
議
員

　人
口
減
少
対

策
、
災
害
時
の
緊
急
対
応

等
職
員
に
は
金
山
に

住
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
う
。
適
当
な
貸

家
が
な
く
町
外
に
住

む
職
員
も
い
る
よ
う

だ
が
解
決
策
は
。

町
長

　職
員
に
は
な

る
べ
く
町
内
に
住
ん

で
も
ら
い
た
い
が
繊

細
な
問
題
で
あ
り
指

導
は
控
え
て
い
る
。

貸
家
を
探
す
職
員
に

は
貸
し
た
い
方
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め

る
な
ど
方
策
を
模
索

し
て
い
く
。

星
川
議
員

　適
正
な

定
員
管
理
に
よ
る
人

件
費
の
抑
制
に
取
り

組
む
の
か
。
新
規
採

用
予
定
者
や
目
標
値

を
定
め
る
定
員
管
理

計
画
を
示
し
て
も
ら

い
た
い
。

総
務
課
長

　平
成
３０
年
度
、

町
職
員
数
を
全
国
の
類
似

団
体
と
比
較
す
る
と
８
名

少
な
く
、
適
正
な
定
員
管

理
が
さ
れ
て
い
る
と
考
え

る
。
現
在
は
状
況
を
踏
ま

え
た
採
用
数
を
決
定
し
て

い
る
が
、
今
後
は
会
計
年

度
任
用
職
員
を
含
め
た
定

員
管
理
計
画
を
策
定
し
た

い
。

財
政
健
全
化
の
方
策
は

回
答

２
年
間
で
道
筋
・
方
針
を
策
定

採用試験の実施方法が変更に
回答 より適格者を採用できると考えた

星 川 智 子 議員 中 村 忠 行 議員

グリーンバレー神室職場の様子


